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評価結果の総合所見 

本テーマは、化学修飾技術と、環動高分子との複合化技術を組み合わせた改質天然ゴムによる合

成ゴム代替材料の開発するものである。 

目標の一部が達成できず、次の研究開発フェーズに進み得る成果は得られなかった。イノベーショ

ン創出は今後の取り組み次第である。 

環動高分子材料（SRM)としてのポリロタキサンを複合化(架橋）した改質天然ゴムによる合成ゴム代

替材料の実用化であり、当面の用途としては自動車用ドア部シール部品、他の開発を目指すものであ

った。本課題では従来の架橋法に比較して６倍の強靭化を達成したものの、ロタキサンの溶解条件の

最適化が難しく、天然ゴムとの複合化ができなかったことは残念である。今後の取り組みにあたって

は、ゴム工業の工学的側面と、新しい基礎研究成果内容を十分に加味した研究開発を進めていただ

きたい。 
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